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３
月
５
日
㈮
、３
月
議
会
定
例
会
初
日
に
堀
内
市
長
よ
り
、令
和
３
年
度
に
お
け
る
施
政

の
方
向
と
主
要
施
策
の
概
要
と
し
て
施
政
方
針
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

〇
新
庁
舎
の
完
成（
４
月
８
日
竣
工
、７
月
12
日
開
庁
） 

　
新
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
、市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
関
係
各
位
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
提
案

を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、基
本
理
念
で
あ
る「『
夢
』・『
笑
顔
』咲
き『
未
来
』へ
と
時
を
紡
ぐ
人
と

地
域
の『
輪
』を
育
む
よ
り
ど
こ
ろ
」に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
末
永
く
愛
さ
れ
、親
し
ま
れ

る
庁
舎
の
実
現
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
は
、４
月
８
日
の
竣
工
、７
月
12
日
の

開
庁
に
向
け
た
最
終
段
階
の
準
備
作
業
を
現
在

進
め
て
い
ま
す
。

　

移
転
後
は
よ
り
親
し
み
や
す
く
、便
利
で
快

適
な
庁
舎
と
な
る
よ
う
、全
職
員
一
丸
と
な
っ

て
よ
り
き
め
細
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

な
お
、新
庁
舎
へ
の
移
転
後
は
現
庁
舎
の
解

体
を
速
や
か
に
取
り
組
み
、来
庁
者
用
の
駐
車

場
の
整
備
な
ど
、有
効
な
活
用
方
法
の
検
討
を

進
め
ま
す
。

 

〇
４
月
か
ら
の
新
た
な
組
織
体
制

　

市
長
の
特
命
事
務
推
進
組
織
に
つ
き
ま
し
て

は
、現
在
の
改
革
推
進
局
を
改
め
、未
来
ま
ち
づ
く

り
局
を
設
置
し
ま
す
。人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

　
新
た
な
組
織
体
制
に
よ
り
、「
笑
顔
の
花
咲
く
ま

ち
大
和
高
田
」を
実
現
し
て
い
け
る
よ
う
、し
っ
か

り
と
取
り
組
み
ま
す
。

 

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立

　
令
和
３
年
度
に
つ
い
て
も
、感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け
て
必
要
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。さ
ら
に
市
民
の
生
命
と
生
活
を
守
る
た
め
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
を
す
み
や

か
に
整
備
し
ま
す
。ま
た
、感
染
予
防
と
感
染
者
お
よ
び
関
係
者
の
心
身
ケ
ア
の
取
り
組
み

を
継
続
し
、市
民
の
皆
さ
ま
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、感
染
者
や
そ
の
家
族
へ
の
差
別
や
偏
見
な
ど
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
引
き
続

き
、啓
発
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

加
速
す
る
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
現
状
の

中
、新
た
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

と
い
う
困
難
が
加
わ
り
、本
市
を
取
り
巻
く
状
況

は
、ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
掲
げ
た
施
策
の
実
現
に
向
け
、市
民
の
皆
さ

ま
が「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
令
和
３
年
度
の
市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
３
年
度　
施
政
方
針

「
笑
顔
の
花
咲
く
ま
ち
大
和
高
田
」
の
実
現
に
向
け
て

　

大
和
高
田
市
長
　
　
堀
内 

大
造
　
　
　
　

※�

概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。全
文
は
、大
和

高
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

組織変更図

旧

⇒

新

改革推進局 未来まちづくり局

財務部 総務部

市民部
市民生活部

地域振興部

▲4月から部局が変わりました。

▲建設中の新庁舎（3月17日撮影）

▲�花粉症の人の誤解をなくすため
缶バッジを配付しています
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令和３年度 施政方針

令
和
３
年
度
の
主
な
施
策

「
大
和
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」の
６
つ
の
基
本
目
標

  

に
基
づ
い
た
主
な
施
策
を
掲
載
し
ま
す
。

 

目
標
１　
「
認
め
合
い
、高
め
合
う 

人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

　

 

〇
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現
お
よ
び
平
和
を
願
う
市
民
意
識
の
醸
成

　
　
・
人
権
教
育・人
権
啓
発
を
積
極
的
に
推
進

　
　
・
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
総
合
的
な
推
進

　
　
・「
非
核・平
和
都
市
宣
言
」自
治
体
と
し
て
の
平
和
行
政
の
推
進

　
　
・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
さ
ら
な
る
推
進

　

 

〇
生
涯
学
習
機
会
の
充
実・文
化
活
動
の
推
進・ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

　
　
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
涯
学
習
機
会
の
提
供

　
　
・
音
楽
や
演
劇
、講
演
な
ど
の
市
民
文
化
振
興
事
業
の
実
施

　
　
・
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
身
近
に
触
れ
合
え
る
事
業
の
実
施

　
　
・
地
域
の
活
性
化
と
市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
振
興

　
　
・
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

　

 

〇
国
際
交
流
の
推
進
お
よ
び
国
際
化
社
会
へ
の
対
応

　
　
・
リ
ズ
モ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
60
周
年
に
向
け
て
の
交
流

 

目
標
２　
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

 

〇
教
育
環
境
の
充
実

　
　
・「
知・徳・体
」の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育・保
育
の
取
り
組
み

　
　
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、外
国
語
教
育
等
の
充
実

　
　
・「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」研
修
会
へ
の
参
加
に
よ
る
教
員
の
資
質・能
力
の
向
上

　
　
・
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、学
習
指
導
員
を
小
学
校・中
学
校
に
配
置

　
　
・
幼
稚
園
３
歳
児
保
育
に
よ
る
就
学
前
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実

　
　
・
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
預
か
り
保
育
の
充
実

　
　
・
幼
児
向
け
サ
ッ
カ
ー
教
室
の
開
催

　
　
・
安
全
安
心
な
教
育
環
境
の
た
め
の
学
校
教
育
施
設
の
整
備

　
　
・�

高
田
商
業
高
等
学
校
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
等
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
で

き
る
人
材
育
成

　
　
・
心
理
的
支
援
と
教
育
的
支
援
に
よ
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

　
　
・
若
者
の
居
場
所「
ヒ
サ
か
た
」の
充
実

　
　
・「
大
和
高
田
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」に
基
づ
く
組
織
的
な
対
応

　
　
・「
地
域
の
知
の
拠
点
」と
し
て
の
魅
力
あ
る
図
書
館
づ
く
り

　

 

〇
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

　
　
・�「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
」を
は
じ
め
と
し
た
子
育
て
支
援
事
業
の
一
層
の
周

知・利
用
促
進

　
　
・
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
と
早
期
対
応
を
強
化

　
　
・
子
育
て
支
援
室
設
置
に
よ
る
利
便
性
の
向
上

　
　
・�

保
育
士・
幼
稚
園
教
諭
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
る
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
推
進

　
　
・
放
課
後
児
童
ホ
ー
ム
保
育
の
質
の
向
上
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目
標
３　
「
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
 

〇
医
療
体
制
の
整
備・健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進

　
　
・
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
取
り
組
み

　
　
・
休
日
診
療
所
に
よ
る
救
急・急
病
に
対
す
る
診
療
体
制

　
　
・�

大
和
高
田
市
立
病
院
に
お
い
て
、「
奈
良
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
点

医
療
機
関
」と
し
て
の
責
務
を
遂
行

　
　
・�

大
和
高
田
市
立
病
院
に
お
け
る「
総
合
診
療
体
制
」「
周
産
期・小
児
医
療
」「
災
害・感

染
対
策
」の
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　
　
・
一
般
不
妊
治
療
、不
育
症
治
療
に
係
る
助
成
制
度
を
新
設

　
　
・
妊
婦
健
康
診
査
補
助
券
の
増
額
及
び
多
胎
妊
娠
の
方
へ
の
補
助
券
追
加
交
付
の
実
施

　
　
・
各
種
が
ん
検
診
を
よ
り
安
全
に
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
　
・「
第
２
次
元
気
は
つ
ら
つ
大
和
高
田
21
」計
画
の
さ
ら
な
る
推
進

　
　
・�

国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
け
る
疾
病
の
予
防
や
早
期
発
見・早
期
治
療
を
目
的
と
し

た
健
診
事
業
の
助
成
を
実
施

　
　
・�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
の

連
携
に
よ
る
安
心
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
　
・
福
祉
医
療
助
成
事
業
に
お
け
る
心
身
の
健
康
の
保
持
お
よ
び
福
祉
の
増
進

　
　
・「
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基
づ
く
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実

　
　
・
健
全
な
介
護
保
険
制
度
の
運
営

　
　
・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
と
し
て
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
換
気
設
備
や
個
室
化
の
整
備

　

 

〇
地
域
福
祉
の
推
進

　
　
・�

子
ど
も
、障
が
い
者
、高
齢
者
、生
活
困
窮
者
な
ど
分
野
を
ま
た
ぐ
複
合
的
な
課
題
に

対
す
る
、包
括
的
な
相
談
支
援
が
可
能
な
組
織
体
制
の
整
備

　
　
・
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働・連
携
に
よ
る
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　
　
・�「
障
害
者
福
祉
基
本
計
画
」・「
第
６
期
障
害
福
祉
計
画・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
」

に
基
づ
く
相
談
支
援
体
制
の
整
備

　
　
・
重
度
心
身
障
害
者（
児
）へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の
拡
充

　
　
・
生
活
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業
の
実
施

　
　
・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
相
談
対
応

 

目
標
４　
「
活
気
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

 

〇
地
域
産
業
の
振
興・農
業
の
振
興

　
　
・�「
広
陵
高
田
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
コ
コ
ビ
ズ（
Ｋ
ｏ
Ｃ
ｏ-

Ｂ
ｉ
ｚ
）」に

よ
る
市
内
事
業
者
へ
の
伴
走
型
支
援

　
　
・
新
商
品
の
開
発
支
援・創
業
支
援
の
強
化

　
　
・
市
内
事
業
所
設
置
奨
励
金
の
交
付
対
象
業
種
の
拡
大

　
　
・
地
域
ご
と
に「
人・農
地
プ
ラ
ン
」の
作
成
に
よ
る
、将
来
的
な
農
地
の
集
約
化
を
推
進

　
　
・
農
業
水
利
施
設
維
持
の
た
め
の
調
査
点
検
、改
修
工
事
に
よ
る
農
地
の
有
効
活
用

　

 

〇
観
光
の
振
興

　
　
・
他
の
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
、広
域
的
な
範
囲
で
の
新
た
な
観
光
資
源
の
創
出

 

目
標
５　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

 

〇
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
　
・「
大
和
高
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
策
定

　
　
・
公
共
交
通
の
充
実
に
よ
る
市
民
生
活
の
向
上

　

 

〇
都
市
基
盤
の
整
備

　
　
・「
本
郷
大
中
線
」の
早
期
開
通
、お
よ
び「
大
和
高
田
当
麻
線
」事
業
の
推
進

　
　
・
道
路
お
よ
び
橋
り
ょ
う
の
修
繕
計
画
に
基
づ
く
補
修
工
事
の
実
施

　
　
・
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を
実
施

　
　
・
水
道
配
水
管
整
備
事
業
の
実
施

　
　
・
下
水
道
事
業
整
備
率
の
引
き
上
げ

　
　
・
下
水
道
管
改
築
更
新
計
画
の
策
定

　

 

〇
生
活
環
境
の
整
備
と
充
実

　
　
・�

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご
み
中
継
施
設
な
ど
の
整
備
及
び
工
事
期
間
中
の
車
両
に
よ

る
混
雑
緩
和
の
た
め
の
ご
み
の
持
込
予
約
制
度
の
導
入

　
　
・
空
き
家
対
策
事
業
と
し
て
の
相
談
体
制
の
整
備
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令和３年度 施政方針

　
　
・
公
営
住
宅
入
居
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
づ
く
り

　
　
・
所
有
者
不
明
猫
に
対
す
る
避
妊・去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を
助
成

　
　
・�「
大
和
高
田
市
緑
の
基
本
計
画
」に
基
づ
く
、総
合
公
園
未
整
備
区
域
の
整
備
な
ど
の

見
直
し

　
　
・
都
市
公
園
施
設
の
維
持
管
理
お
よ
び
更
新
業
務
の
実
施

　

 

〇
安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
　
・�

生
活
道
路
や
通
学
路
に
お
け
る
最
適
な
安
全
対
策
の
推
進

　
　
・�

子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
す
る
各
種
安
全
教
育
活
動
の
実
施

　
　
・�

公
共
の
場
所
に
お
け
る
放
置
自
転
車
対
策

を
実
施

　
　
・�

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
一
定
の
補
助

金
を
交
付

　
　
・�

新
庁
舎
機
能
を
最
大
限
活
か
す
た
め
の
関

係
機
関・組
織
間
の
連
携
の
強
化

　
　
・�

大
和
高
田
市
消
防
団
の
災
害
対
応
力
向
上

の
た
め
の
装
備
充
実

　
　
・�

奈
良
県
と
の
連
携
に
よ
る
、高
田
土
木
事
務

所
敷
地
内
で
の
雨
水
貯
留
施
設
の
整
備

 

目
標
６　
「
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

 

〇
財
政
基
盤
の
確
立

　
　
・�

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
効
率
的・効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
る
個
別
施
設
計
画
の
策
定

　
　
・
税
務
専
門
員
の
賦
課
担
当
課
へ
の
配
置
に
よ
る
、課
税
体
制
の
強
化

　
　
・�「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
収
納
」お
よ
び「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ

ス
」の
開
始
に
よ
る
納
税
利
便
性
の
向
上

　
　
・�

ふ
る
さ
と
大
和
高
田
応
援
寄
付
者
へ
の
返
礼
品
の
充
実
お
よ
び
返
礼
品
協
力
事
業

者
の
拡
大

　

 

〇
効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進

　
　
・�

市
民
目
線
で
考
え
な
が
ら
変
革・創
造
が
で
き
る
人
材
の
育
成
と
風
通
し
の
良
い
職

場
環
境
づ
く
り

　
　
・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
の
周
知

　
　
・�

自
治
体
デ
ジ
タ
ル・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）推
進
計
画
に
お
け
る
重

点
取
組
項
目
の
実
現
に
向
け
た
検
討

　
　
・�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
・�

新
庁
舎
で
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
設
置
お
よ
び
Ｐ
Ｒ
動
画
の
配
信

　
　
・�

広
報
誌「
や
ま
と
た
か
だ
」の
カ
ラ
ー
化

　

 

〇
市
民
参
画
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
　
・
市
民
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り

　
　
・�

地
域
の
小
さ
な
拠
点「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
、市
民・大
学・

行
政
の
協
働
に
よ
る
活
動
の
推
進

　
　
・
消
費
生
活
問
題
の
啓
発
に
よ
り
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
を
実
施

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、未
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、将
来
都
市
像
で
あ
る「
笑
顔
の
花
咲
く
ま
ち
大
和
高
田
」の
実
現
に
向
け
、私

を
は
じ
め
全
て
の
職
員
が
、一
層
の
危
機
感
と
緊
張
感
を
持
っ
て
、こ
の
難
局
に
立
ち
向
か

い
、コ
ロ
ナ
後
の
新
し
い
社
会
を
見
据
え
て
、的
確
に
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、「
新
生・
大
和

高
田
市
」の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、市
民
皆
さ
ま
、議
員
各
位
か
ら
も
広
く
ご
意
見・
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、さ
ら
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、令
和
３
年
度
の
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

▲昨年度は「キッズゾーン」を設置しました
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市債

県支出金譲与税
交付金

国庫支出金

地方交付税
市税

繰入金
繰越金

自主財源
   31.2％

依存財源
   68.8％

使用料及び手数料
分担金及び負担金

諸収入
その他
（財産収入、寄附金）

歳入
264億7,000万0千円

総　　額
573億600万円

　
令
和
３
年
度
予
算
は
、一
般
会
計
、６
つ
の
特
別
会
計
、３
つ
の
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
総

額
５
７
３
億
６
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
の
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、15
億
９
０
０
万
円
の
減
、率
に
し
て
2.6
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
に
お
い
て
は
、昨
年
度
に
比
べ
て
、18
億
９
，０
０
０
万
円
、率
に
し
て
6.7
％
の

減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、『
大
和
高
田
当
麻
線
街
路
事
業
』や『
本
郷
大
中
線
街
路
事
業
』な
ど
の
継
続
事

業
に
加
え
て
、『
ご
み
中
継
施
設
整
備
事
業
』に
本
格
的
に
着
手
す
る
な
ど
、新
た
に『
産
業
用

地
創
出
支
援
業
務
委
託
の
実
施
』や『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
』な
ど
の
新
規

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、『
学
習
指
導

員
配
置
事
業
』、『
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業
』や『
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配
置
事

業
』な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
後
も
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、強
固
な
財
政
基
盤
の
確

立
に
努
め
ま
す
。

一般会計　歳入予算
市
の
行
政
活
動
を
支
え
る
市
税
収
入
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
収
入
の
減
少
と
企
業
の
収

益
減
少
に
伴
う
減
収
を
見
込
む
と
と
も
に
、固
定
資
産
税
に

お
い
て
は
、本
年
度
が
３
年
に
１
度
の
評
価
の
見
直
し
を
行

う
年
度
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、市
税
収
入
全
体
で
、前
年

度
よ
り
３
億
５
，９
０
０
万
円
の
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。一

方
、国
の
地
方
財
政
対
策
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
し
て
提
供
で
き

る
よ
う
、臨
時
財
政
対
策
債
と
の
合
計
で
、前
年
度
に
比
べ

６
億
８
，６
０
０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、建
設
事
業
に
か
か
る
市
債
に
お
い
て
は
、新
庁
舎

建
設
事
業
の
借
入
れ
終
了
に
伴
い
、18
億
５
，９
０
０
万
円

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●一般会計 ･ 特別会計 ･ 企業会計  合計表 予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

令
和
３
年
度

一般会計 264億7,000万0千円

特別会計

国民健康保険事業 78億1,860万0千円

国民健康保険天満診療所   1億3,740万0千円

駐車場事業       1,930万0千円

介護保険事業  67億8,660万0千円

後期高齢者医療保険事業  10億1,960万0千円

休日診療所  8,580万0千円

小計 158億6,730万0千円

企業会計

水道事業  21億6,221万9千円

下水道事業  36億3,944万5千円

病院事業  91億6,668万9千円

小計 149億6,835万3千円

○総額	 							573億565万3千円
　前年度対比	 			△15億868万5千円（2.6％減）

歳入 予算額 構成比（％） 前年度比（％）
市税 63億2,400万0千円 23.9 △ 5.4
譲与税･交付金 16億9,400万0千円 6.4 4.2
地方交付税 78億7,000万0千円 29.7 4.2
分担金及び負担金 2億7,592万5千円 1.0 △ 6.3
使用料及び手数料 7億8,526万4千円 3.0 0.6
国庫支出金 48億5,175万7千円 18.3 7.2
県支出金 17億1,662万7千円 6.5 6.1
財産収入 1,435万9千円 0.1 △ 47.7
寄附金 1千円 0.0 0.0
繰入金 6億6,316万7千円 2.5 △ 17.8
繰越金 0千円 0.0 0.0
諸収入 1億9,050万0千円 0.7 △ 60.4
市債 20億8,440万0千円 7.9 △ 47.5

臨時財政対策債 10億1,900万0千円 3.8 56.1
借換債 2億　260万0千円 0.8 △ 66.0
事業債 8億6,280万0千円 3.3 △ 68.3

計 264億7,000万0千円 100.0 △ 6.7

{内訳
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その他（災害復旧事業費・積立金・予備費）

扶助費

人件費

物件費

補助費等

公債費

繰出金

維持補修費
普通建設事業費

歳出
264億7,000万0千円

一般会計　歳出予算

令和３年度の主な事業

歳出 予算額 構成比（％） 前年度比（％）
人件費 54億5,442万9千円 20.6 △ 0.3
扶助費 65億3,159万2千円 24.7 3.4
公債費 23億4,223万9千円 8.8 △ 14.7
普通建設事業費 17億3,925万7千円 6.6 △ 58.2
災害復旧事業費 3千円 0.0 0.0
物件費 38億1,521万8千円 14.4 22.3
維持補修費 1億7,907万3千円 0.7 △ 0.7
補助費等 29億3,517万7千円 11.1 △ 1.3
積立金 155万4千円 0.0 △ 91.1
繰出金 34億5,145万8千円 13.0 2.9
予備費 2,000万0千円 0.1 0.0

計 264億7,000万0千円 100.0 △ 6.7

（
財
政
課　

内
線
２
１
０
）

認め合い、高
め合う人が輝
くまちづくり

国際交流の推進 220万円
市民文化の振興（文化会館自主事業） 1,290万円
歴史文化の振興 160万円

（新）犯罪被害者等の支援 40万円
特別スポーツ教室への支援 110万円

子どもたちの
笑顔あふれる
まちづくり

学校ICT機器の整備 9,340万円
外国人講師派遣事業 2,000万円

（新）スクールサポートスタッフの配置※ 770万円
（新）学習指導員の配置※ 2,200万円
若者のための居場所の設置・運営 90万円

（新）保育サポーターの配置※ 670万円
（新）キッズサッカー教室の開催（幼稚園） 20万円
電子書籍の充実 200万円
こども食堂活動の支援 60万円

健康でいきい
きと暮らせる
まちづくり

二次救急輪番制の実施（葛城地区） 1,100万円
（新）新型コロナウイルスワクチン接種事業※ 3億2,000万円
（新）妊婦健康診査の支援（拡充） 3,510万円
（新）不妊・不育症治療費の助成 680万円
緊急通報体制の整備 210万円

活気あふれる
にぎわいのま
ちづくり

eスポーツ事業 300万円
小さな拠点の運営 150万円
移住支援事業 120万円
ビジネスサポートセンターの設置・運営 1,970万円

（新）新商品開発・創業促進の支援 240万円
融資制度の充実（商工業・農業） 3,570万円

（新）産業用地創出支援業務委託の実施 650万円

安心して暮ら
せる快適のま
ちづくり

コミュニティバス「きぼう号」の運行 7,100万円
通学路の整備 （路面標示） 950万円
防犯灯LED化の推進 400万円

（新）所有者不明猫避妊・去勢手術費用の支援 20万円
ブロック塀等の改修促進 300万円
ごみ中継施設整備事業 2億4,940万円
都市計画道路の整備 （本郷大中線、大和高田当麻線） 1億3,610万円

自立と協働の
まちづくり

ふるさと納税の推進 5,000万円
課税体制・収納体制の強化 1,470万円
市民交流センターの運営 1億5,470万円

（新）仮想化ネットワーク環境導入事業 3,290万円
（新）ホームページのリニューアル事業 1,410万円

※は、新型コロナウイルス感染症対策に係る事業になっています。

令
和
３
年
度
の
事
業
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

●
産
業
用
地
創
出
支
援
業
務
委
託
の
実
施

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
時
代
に
対
応
し
、持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
創
り
出
し
て
い
く
た
め

に
、地
域
産
業
の
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
、新
た
な
産
業
用
地
の
創
出
に
向
け
た
課

題
整
理
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
の
支
援

一
般
不
妊
治
療
ま
た
は
不
育
症
治
療
を
受
け

て
い
る
夫
婦
へ
の
治
療
費
用
の
一
部
助
成
を
行

い
ま
す
。

●
新
商
品
開
発
・
創
業
促
進
の
支
援

新
商
品
開
発
や
創
業
を
支
援
す
る
補
助
金

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
で
、ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
伴
走
型
支
援
と
連
携

し
て
、意
欲
の
あ
る
市
内
事
業
者
や
創
業
希
望

者
を
支
援
し
ま
す
。

●	

学
習
指
導
員
・
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

配
置
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

り
生
じ
た
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
の

支
援
や
、増
加
し
た
業
務
に
対
応
す
る
教
員
の

負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
配
置
し
ま
す
。

義
務
的
経
費（
支
出
が
法
令
等
に
お
い
て
義
務
付
け
ら

れ
、任
意
に
縮
減
で
き
な
い
経
費
）で
は
、公
債
費
に
お
い

て
、借
換
債
を
除
く
元
利
償
還
金
で
、１
，３
０
０
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、扶
助
費
に
お
い
て
は
、障
害
者
自

立
支
援
給
付
事
業
や
生
活
保
護
費
な
ど
の
社
会
保
障
の
充

実
を
図
り
、前
年
度
比
で
２
億
１
，６
０
０
万
円
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

物
件
費
に
お
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
や
児
童
ホ
ー
ム
運
営
事
業
の
業
務
委
託
に
伴
い
、

６
億
９
，６
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、投
資
的
経
費
で
は
、新
庁
舎
建
設
事
業
が
最
終

年
度
を
迎
え
、事
業
費
が
減
少
し
た
た
め
、58・
２
％
減
の

17
億
４
，０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
に
つ
い
て
も
、更
な
る
市
政
の
発
展
の
た
め
、魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
生
活
に
密
着
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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２
月
19
日
㈮
、本
市
と
合
同
会
社
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｏ
は
、災
害
時
に
お
け
る
放
送
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、市
内
で
災
害
の
発
生
や
発
生
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
、同
社
が
運
営
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ｢

Ｆ
Ｍ
ヤ
マ
ト｣

で
市
か

ら
の
災
害
情
報
を
放
送
す
る
こ
と
で
、被
害
の

軽
減
や
不
安
の
解
消
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

堀
内
市
長
は
、｢

災
害
に
関
す
る
情
報
を
流

す
の
は
大
切
な
こ
と
。い
ち
早
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
伝
達
し
て
い
き
た
い
。｣

と
話
し
ま
し
た
。

（
危
機
管
理
課　
内
線
２
２
６
）

　

奈
良
県
立
教
育
研
究
所
が
行
っ
て
い
る「
元

気
な
な
ら
っ
子
約
束
運
動
」で
、磐
園
幼
稚
園
が

平
成
29
年
度
か
ら
4
年
続
け
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
運
動
は
、幼
児
や
小
学
校
低
学
年
の
子

ど
も
と
保
護
者
が「
あ
い
さ
つ
」「
お
手
伝
い
」な

ど
の
約
束
を
親
子
で
決
め
て
楽
し
み
な
が
ら
行

い
、家
庭
教
育
の
充
実
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。そ
の
中
で
、特
色
の
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ

た
幼
稚
園
や
保
育
所
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
は
他
に
も
、片
塩
幼
稚
園
、天
満
保
育

所
が
令
和
2
年
度
に
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
磐
園
幼
稚
園　
☎
22・
０
５
５
５
）

Ｆ
Ｍ
ヤ
マ
ト
で
市
の
災
害
情
報
を
発
信

「
元
気
な
な
ら
っ
子
約
束
運
動
」で

4
年
連
続
表
彰
さ
れ
ま
し
た
～
磐
園
幼
稚
園
～

左から堀内市長、徳井教寛さん、布川清澄さん

表彰状と記念品を受け取る年長組の二人

　

３
月
１
日
㈪
、片
塩
中
学
校
で
新
国
立
競
技
場

の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
制
作
し
、ド
ロ
ー
ン
を
用

い
て
学
級
写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
は
、生
徒
５
６
０
人
と

教
師
、保
護
者
、地
域
の
皆
さ
ん
が
色
を
塗
っ
た

１
人
１
枚
の
作
品
６
３
０
枚
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
制
作
し
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
、学
校
行
事
が
な
く
な
る
中

で
、思
い
出
作
り
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と

考
え
て
企
画
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
自
分
の
作
品
を
探
し
た
り
、「
紙

を
渡
さ
れ
た
と
き
は
何
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

完
成
し
た
も
の
を
見
て
達
成
感
を
感
じ
た
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

（
片
塩
中
学
校　
☎
22・
０
９
５
１
）

　

３
月
15
日
㈪
、市
立
３
中
学
校
で
お
笑
い
芸
人

の
ゆ
り
や
ん
レ
ト
リ
ィ
バ
ァ
さ
ん
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
出
演
し
、卒
業
生
に
対
し
て
お

祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、学

校
行
事
の
多
く
が
中
止・
縮
小
と
な
っ
て
い
る

中
、学
校
生
活
の
良
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
に
な
る

よ
う
市
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
後
、ネ
タ
の
披
露
や
質

疑
応
答
、ク
ロ
ス
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

終
始
笑
い
で
あ
ふ
れ
て
お
り
、生
徒
た
ち
は「
中

学
生
生
活
最
後
の
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
。」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

（
学
校
教
育
課　
内
線
１
５
０
）

み
ん
な
で
作
っ
た
新
国
立
競
技
場
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
卒
業
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

新国立競技場のモザイクアートの前で
学級写真撮影をしました

サプライズで登場したゆりやんレトリィバァさん
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「
ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
て
流
れ
な
い
」、「
蛇
口

を
閉
め
て
も
水
が
止
ま
ら
な
い
」、「
鍵
を

な
く
し
て
家
に
入
れ
な
い
」、「
家
の
軒
先

に
ハ
チ
の
巣
が
で
き
た
」な
ど
日
常
生
活

で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
困
っ
た
と
き
、皆
さ
ん

は
ど
う
し
ま
す
か
。ス
マ
ホ
検
索
や
ポ
ス

ト
に
入
っ
た
チ
ラ
シ
で
見
つ
け
た
レ
ス

キ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
業
者
に
慌
て
て
電
話

し
た
が
、高
額
な
請
求
や
ず
さ
ん
な
作
業

内
容
な
ど
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

１
．�現
場
の
状
況
次
第
で
は
、必
ず
し
も
広

告
の
表
示
や
電
話
で
の
説
明
通
り
の

料
金
で
依
頼
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。ま
た
、「
業
界
最
安
値
」な
ど
安
さ

を
強
調
す
る
広
告
に
は
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

2
．�料
金
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認
し
、納

得
で
き
な
い
場
合
は
そ
の
場
で
の
契

約
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

3
．�緊
急
を
要
す
る
場
合
に
備
え
、日
ご
ろ

か
ら
信
頼
で
き
る
業
者
を
探
し
て「
業

者
リ
ス
ト
」を
作
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

4
．�不
十
分
な
作
業
、説
明
の
な
か
っ
た

キ
ャ
ン
セ
ル
料
や
出
張
料
の
請
求
な

ど
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
は
、消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
内
線
２
７
４
）

　

手
話
は
、手
指
や
身
体
の
動
き
、表
情
を

使
っ
て
視
覚
的
に
表
現
す
る
言
語
で
す
。

手
話
で
伝
え
合
う
楽
し
さ
を
知
り
、地
域

の
ろ
う
者
と
手
話
で
日
常
会
話
が
で
き
る

よ
う
に
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽ 

と
き　
4
月
17
日
～
翌
年
3
月
12
日

　
（
毎
週
土
曜
日
）午
前
10
時
～
正
午

※�

8
月
14
日
、12
月
25
日
、令
和
4
年
1
月

1
日
を
除
く
。

▽ 

と
こ
ろ　
総
合
福
祉
会
館（
ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
）

▽
内
容

・
入
門
編：�相
手
の
簡
単
な
手
話
が
理
解

で
き
、手
話
で
あ
い
さ
つ
、自

己
紹
介
程
度
の
会
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
基
礎
編：�手
話
の
基
礎
文
法
を
習
得
し
、

相
手
の
手
話
が
理
解
で
き
、手

話
で
日
常
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

▽ 

対
象　
高
校
生
以
上
で
、市
内
在
住・
在

職・在
学
の
人

▽
定
員　
先
着
20
名

▽  

費
用　
テ
キ
ス
ト
代
３
，３
０
０
円（
税

込
）

▽ 

申
込
方
法　
電
話
で
左
記
へ
。

（
総
合
福
祉
会
館　
☎
23・０
７
８
９
）

暮
ら
し
の
レ
ス
キ
ュ
ー

サ
ー
ビ
ス
で
の
ト
ラ
ブ

ル
に
ご
注
意
！

手
しゅ

話
わ
を覚
おぼ
えましょう

　４月といえば、新年度の始まりで、桜の
季節です。訪れる人の心を癒す憩いの空
間「高田千本桜」。高田川沿の桜は、市政施
行の昭和23年に市民ボランティアの手に
よって植樹されたもので｢高田千本桜｣と
して市民に親しまれています。
（大和高田市まるわかりガイドブック！よ
り引用）
今月の手話は｢さくら｣と｢お花見｣です。

（社会福祉課　内線534）

← ←

〈さくら〉
両
りょうて
手“てのひら”をたたき合

あ
わ

せ、上
じょうげ
下の手

て
の位

い ち
置を入

い
れ替

か

えながら回
かいてん
転する。

〈見る・ながめる〉
右
み ぎ て
手２指

ゆび
の輪

わ
を目

め も と
元か

ら前
まえ
へ出

だ
す。

お花見＝〈さくら〉＋〈見る〉

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

手
話
を
学
ぼ
う
！

手
話
で
話
そ
う
！
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水道料金を引き下げます
令和3年6月検針分より

●改定内容
　水道料金は、｢基本料金｣と｢従量料金｣で構成されます。
　今回の改定では、｢基本料金｣は据え置き、

　｢従量料金｣の料金単価を段階的に引き下げます。

●引き下げ率
　水道料金全体では、令和元年度の実績から3.76％の引き下げ率となります。

　�一般家庭での平均的な水道料金では、およそ5％の引き下げ率となります。

●改定の時期
　新料金は、令和3年6月検針分（4月ご利用分）から適用されます。
※詳しくは、市ホームページを確認してください。

｢安心して暮らせる快適のまちづくり｣の実現に向けて、水道料金の改定を実施します。

（上下水道部お客様センター　☎52-1365）

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
納
付

　

�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ｢

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ

ｙ｣

・｢

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ�

Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払｣

・

｢

Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ｣

を
利
用
し
て
市
税
が
納
付

で
き
ま
す
。

　
※�

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
収
納｣

の
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
で
納
付

　
�

口
座
振
替（
自
動
払
込
）は
一
度
申
し
込

み
す
る
と
、以
後
は
指
定
の
口
座
か
ら
自

動
で
引
き
落
と
し
て
納
税
す
る
便
利
な

制
度
で
す
。

　

�

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
の
窓
口
に
出
向

く
必
要
が
な
く
な
り
、ま
た
う
っ
か
り
納

付
し
忘
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

　

�

仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
人
、外
出
が
困
難

ま
た
は
控
え
た
い
人
に
お
す
す
め
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、市
役
所
へ
来
庁
せ
ず
納

付
で
き
る
手
続
き
を
利
用
い
た
だ
き
、

混
雑
緩
和
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 市

税
の
納
付
は
、

市
役
所
に

来
庁
し
な
く
て
も

で
き
ま
す

　
※�

取
扱
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
申
込

手
続
を
行
い
ま
す
が
、手
続
き
に
概
ね

40
日
を
要
す
る
た
め
、希
望
の
開
始
期

に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
※�

口
座
振
替（
自
動
払
込
）が
利
用
で
き

る
金
融
機
関
な
ど
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
口
座
振
替（
自
動
払
込
）に
よ
る
納

付
」の
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付

　

�

コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

字
さ
れ
た
納
付
書
は
、次
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
が
で
き
ま
す（
令
和

3
年
3
月
31
日
現
在
）。

　

�

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、ロ
ー
ソ
ン
、デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、ミ

ニ
ス
ト
ッ
プ
、ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト

ア
な
ど

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付

　

�

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
納
付
で
き
ま
す
。

　
※�

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

軽
自

動
車
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
納
付｣

の
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
金
融
機
関
な
ど
で
納
付

　

�

取
扱
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
市
税
の

納
付
が
で
き
ま
す
。

（
収
納
対
策
室　
内
線
２
３
５
）
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令
和
３
年

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

昨
年
の
県
内
で
の
交
通
事
故
発
生
状
況

は
、発
生
件
数
、死
者
数
お
よ
び
負
傷
者
数

は
減
少
し
た
も
の
の
、依
然
と
し
て
多
く
の

悲
惨
な
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、新
年
度
に
な
り
、入
学
や
進
級
を

迎
え
る
４
月
以
降
に
小
学
生
の
歩
行
中
の

交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
は｢

横
断
歩
道
手
前

で
の
減
速
義
務｣

と｢

横
断
歩
道
に
お
け
る

歩
行
者
優
先
義
務｣

な
ど
を
遵
守
し
、ま
た
、

歩
行
者
の
人
は｢

飛
び
出
し｣

や｢

横
断
禁
止

場
所
の
横
断
禁
止｣

な
ど
を
遵
守
し
て
、自

身
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、相
手
に
対
す
る

｢

思
い
や
り・
ゆ
ず
り
合
い｣

の
気
持
ち
を

持
っ
て
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

運
動
期
間

　
４
月
６
日
㈫
～
15
日
㈭
の
10
日
間

▽ 

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　
４
月
10
日
㈯

▽
運
動
重
点

（
全
国
重
点
）

⑴�

子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
の
確
保

⑵�

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

⑶�

歩
行
者
等
の
保
護
を
始
め
と
す
る
安
全

運
転
意
識
の
向
上

（
奈
良
県
重
点
）

　
二
輪
車
、原
付
車
の
交
通
事
故
防
止

（
生
活
安
全
課　
内
線
３
２
２
）

ト
ラ
ク
タ
ー
等
を

使
用
し
た
後
の
お
願
い

　
農
作
業
後
に
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
公
道
を

走
る
と
き
は
機
械
に
つ
い
た
泥
を
必
ず
落
と

し
て
か
ら
走
行
を
お
願
い
し
ま
す
。大
き
な

泥
の
か
た
ま
り
が
道
路
に
落
ち
る
と
自
動
車

だ
け
で
な
く
、歩
行
者
や
自
転
車
な
ど
の
通

行
の
妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

　

交
通
安
全
と
環
境
美
化
の
た
め
道
路
に

泥
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
農
業
振
興
課　
内
線
２
６
７
）

農
業
制
度
資
金
を

利
用
す
る
人
へ

　

本
市
で
は
、市
内
の
担
い
手
農
家
な
ど
の

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
に
保
証
料
お
よ

び
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。農
業
制
度

資
金
の
利
用
を
考
え
て
い
る
人
は
、条
件
や

審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
産
業
振
興
課
農
業

振
興
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
農
業
振
興
課　
内
線
２
６
７
）

防
火
・
防
災
教
育
を

実
施
し
よ
う

　

消
防
法
で
は
、一
定
規
模
以
上
の
防
火
対

象
物
に
防
火
管
理
者
の
選
任
、消
防
計
画
の

作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。災
害
が

発
生
し
た
場
合
は
、そ
の
消
防
計
画
に
基
づ

き
、初
期
消
火
、避
難
誘
導
、１
１
９
番
通
報

な
ど
を
実
施
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
年
度
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、新
入
社

員
、人
事
異
動
な
ど
、事
業
所
の
顔
ぶ
れ
も

大
き
く
変
わ
る
た
め
、自
衛
消
防
活
動
の
能

力
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。安
心
安

全
な
職
場
は
自
分
た
ち
で
作
る
と
い
う
団

結
力
を
高
め
、自
衛
消
防
組
織
の
見
直
し
、

新
入
社
員
へ
の
防
火・
防
災
教
育
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

　

防
火・
防
災
教
育
に
つ
い
て
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、高
田
消
防
署
予
防
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
高
田
消
防
署　
☎
25・
０
１
１
９
）

｢

大
和
高
田
市
緑
の
基
本
計

画｣

を
策
定
し
ま
し
た

　

３
月
に
策
定
し
た｢

大
和
高
田
市
緑
の
基

本
計
画｣

は
、緑
地
の
保
全
や
緑
化
の
推
進
に

関
す
る
計
画
で
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
い
た
だ
く

か
、左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
都
市
計
画
課
計
画
係　
内
線
６
８
６
）

狂
犬
病
予
防
注
射

▽
対
象　
生
後
91
日
以
上
の
犬

▽�

料
金　

１
匹　

３
，４
０
０
円（
注
射
手

数
料　

２
，８
５
０
円・
注
射
済
票
交
付

手
数
料　
５
５
０
円
）

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表

▽�

申
込
方
法　

犬
の
登
録
を
し
て
い
る
人

に｢

予
防
注
射
通
知
は
が
き｣

を
送
付
し

ま
す
。切
り
離
さ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。は
が
き
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、鑑

札
を
持
っ
て
会
場
で
申
込
書
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

犬
の
登
録　

会
場
で
、犬
の
登
録
を
行
い

ま
す
。ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
、

必
ず
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い（
登
録
料
１

匹
３
，０
０
０
円
）。

※�

登
録
を
し
て
い
な
い
犬
は
予
防
注
射
を
接

種
で
き
ま
せ
ん
。狂
犬
病
予
防
法
で
生
後
91

日
以
上
の
犬
の
登
録
と
年
に
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
の
実
施
が
義
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。犬
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、犬
の
登

録
お
よ
び
予
防
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
民
衛
生
課　
内
線
２
８
１
）

4月12日㈪

午前9時30分
～ 11時30分

総合福祉会館ゆうゆうセンター
駐車場

午後1時30分
～ 3時30分 葛城コミュニティセンター駐車場

4月13日㈫

午前9時30分
～ 10時30分 JA奈良県農協天満支店敷地内

午前10時50分
～ 11時40分 田井公民館前

午後1時40分
～ 3時30分 馬冷池公園（さざんかホール南側）

4月14日㈬

午前9時30分
～ 10時15分 東部子ども会館駐車場

午前10時45分
～ 11時30分 土庫校区公民館駐車場

午後1時30分
～ 3時45分 大和高田市役所東側駐車場
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

「
花
粉
に
よ
る
皮
膚
炎｣

　

春
先
に
顔
や
首
が
赤
く
な
っ
て

か
ゆ
く
な
る
、そ
れ
は
花
粉
症
の
症

状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
花
粉
症
と
い
え
ば
く
し
ゃ
み
、鼻

水
、目
の
か
ゆ
み
が
一
般
的
で
す

が
、最
近
で
は
肌
の
症
状
で
悩
ん
で

い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。｢

花
粉

皮
膚
炎｣

と
い
い
、ま
ぶ
た
や
首
、顔

が
赤
く
な
っ
た
り
、か
ゆ
み
や
ヒ
リ

ヒ
リ
す
る
と
い
っ
た
症
状
が
み
ら

れ
ま
す
。

　

皮
膚
の
一
番
外
側
に
は
角
質
層

と
い
う
薄
い
層
が
あ
り
、空
気
中
の

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、花
粉
な
ど
の
異

物
が
体
内
に
入
っ
て
こ
な
い
よ
う

に
守
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、肌
が

荒
れ
て
い
た
り
乾
燥
し
て
い
る
と

角
質
層
が
め
く
れ
、通
常
で
は
皮
膚

を
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

大
き
さ
の
花
粉
が
体
内
に
入
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。体
内
に

侵
入
し
た
花
粉
の
刺
激
に
よ
り
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
が
生
じ
、皮
膚
炎
を

引
き
起
こ
す
の
で
す
。乾
燥
肌
の
人

や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
人
は
、皮

膚
の
バ
リ
ア
機
能
が
低
下
し
て
い

る
た
め
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

花
粉
に
よ
る
皮
膚
炎
の
予
防
に

は
、｢

花
粉
か
ら
肌
を
守
る｣

こ
と
と

｢

皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
を
保
つ｣

こ

と
が
大
切
で
す
。

　

外
出
す
る
と
き
は
、マ
ス
ク
、メ

ガ
ネ
、つ
ば
の
広
い
帽
子
、首
を
覆

う
衣
類
で
し
っ
か
り
肌
を
ガ
ー
ド

し
、花
粉
が
肌
に
付
着
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。帰
宅
後
は
家
に
入

る
前
に
花
粉
を
は
た
き
落
と
し
、手

洗
い
、洗
顔
、眼
も
洗
い
ま
し
ょ
う
。

室
内
は
こ
ま
め
に
掃
除
し
、空
気
清

浄
機
を
使
用
し
て
花
粉
を
取
り
除

き
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
を

保
つ
た
め
に
は
、ご
し
ご
し
こ
す
る

よ
う
な
過
度
の
洗
顔
や
ク
レ
ン
ジ

ン
グ
は
厳
禁
で
す
。洗
顔
後
は
ロ
ー

シ
ョ
ン
、乳
液
な
ど
で
保
湿
を
十
分

に
行
い
ま
し
ょ
う
。首
や
耳
な
ど
、

見
落
と
し
が
ち
な
と
こ
ろ
も
し
っ

か
り
と
保
湿
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、腸
内
環
境
を
整
え
る
と
か
ら

だ
の
免
疫
機
能
が
整
い
、肌
の
バ
リ

ア
機
能
が
回
復
し
や
す
く
な
り
ま

す
。ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ
な
ど
の

乳
製
品
、み
そ
や
キ
ム
チ
な
ど
の
発

酵
食
品
、食
物
繊
維
を
毎
日
の
食
事

に
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

（
天
満
診
療
所　
☎
52・５
３
５
７
）

整
形
外
科
に
つ
い
て

　

大
和
高
田
市
立
病
院
の
整
形

外
科
は
、今
年
１
月
か
ら
常
勤
医

師
の
総
員
が
３
名
か
ら
４
名
に

増
員
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、股

関
節
疾
患
の
治
療
や
、エ
コ
ー
を

用
い
た
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
麻
酔
の

経
験
が
豊
富
な
医
師
が
赴
任
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、診
療
の
幅
が

広
が
り
ま
し
た
。

⑴
外
傷
の
治
療

　

大
和
高
田
市
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
は
31・
６
％
で
、全

国
平
均（
28・
９
％
）を
上
回
り
、

超
高
齢
化
社
会
が
進
行
し
て
い

ま
す
。体
力
や
骨
の
強
度
が
低
下

し
て
く
る
高
齢
の
人
は
転
倒
な

ど
で
骨
折
し
や
す
く
な
り
、治
療

を
適
切
に
行
わ
な
い
と
さ
ら
な

る
体
力
の
低
下
や
日
常
生
活
の

支
障
が
進
行
し
、悪
循
環
を
起
こ

し
て
、介
護
を
要
す
る
状
態
に
陥

り
ま
す
。

　

当
科
で
は
、寝
た
き
り
に
な
る

リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
の
股
関

節
周
辺
の
骨
折
や
、上
肢（
手
首

や
肩
な
ど
）の
骨
折
、背
骨
圧
迫

骨
折
な
ど
、高
齢
の
人
の
骨
折
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
し

た
が
、人
員
の
増
加
を
受
け
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、外
傷
の
治
療

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑵
特
色
あ
る
治
療

　

体
に
対
す
る
負
担
の
少
な
い

手
術
を
目
指
し
て
、以
前
か
ら
関

節
鏡
を
使
用
し
た
治
療
を
積
極

的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

現
在
の
常
勤
医
は
、全
員
経
験
15

年
以
上
で
、専
門
性
を
も
っ
た
治

療
を
展
開
し
て
お
り
、肩・
股・
膝

な
ど
関
節
に
関
わ
る
疾
患
や
外

傷
に
対
す
る
治
療
を
強
み
と
し

て
い
ま
す
。主
な
手
術
治
療
と
し

て
、股
関
節・
膝
関
節
の
人
工
関

節
置
換・
肩
の
腱け
ん

板ば
ん

損
傷
や
脱
臼

の
手
術
、半
月
板
の
手
術
、膝
の

靭じ
ん

帯た
い

や
膝
蓋
骨
の
脱
臼
の
手
術

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、手
術
の
後
の
痛
み
に
つ

い
て
は
、麻
酔
科
と
協
力
し
、エ

コ
ー
を
用
い
た
神
経
ブ
ロ
ッ
ク

麻
酔
を
さ
ら
に
積
極
的
に
行
っ

て
、手
術
後
の
痛
み
の
軽
減
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑶�

診
療
受
付
は
、月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
午
前
８
時
15
分
か
ら

11
時
ま
で
で
す（
火
曜
日
は
初

診
の
人
の
み
）

　

上
記
に
紹
介
し
た
治
療
の
ほ

か
に
、多
く
の
整
形
外
科
一
般
の

診
療
に
対
応
で
き
ま
す
。

大
和
高
田
市
立
病
院　
副
院
長

桝
田�

義
英

（
市
立
病
院　
☎
53・
２
９
０
１
）
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▽ 

と
き　
4
月
10
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
（
開
場：午
後
1
時
）

▽ 

と
こ
ろ　

さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル

3
階
小
ホ
ー
ル

▽
内
容

・�

講
演

　

｢

生
徒
を
エ
ン
パ
ワ
す
る
学
校｣

　
～
西
成
高
校
の
軌
跡
と
展
望
～

・�

講
師　
山
田
勝
治

▽
定
員　
100
名

※�

定
員
に
な
り
次
第
し
め
切
り
ま

す
。

▽ 

申
込
方
法

　

 

事
前
申
込
…
Ｆ
Ａ
Ｘ（
☎
52・
２�

８
０
１
）、は
が
き
で｢

市
民
集

会
参
加
希
望｣

、名
前
、住
所
、電

話
番
号
を
記
入
の
上
、人
権
施

策
課（
〒
６
３
５・
８
５
１
１�

大
和
高
田
市
大
字
大
中
100
番
地

1
）へ
送
付
、ま
た
は
電
話
で
下

記
へ
。

※�

駐
車
場
は
、Ｊ
Ｒ
高
田
駅
西
側

駐
車
場（
有
料
）を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※�
手
話
通
訳・
要
約
筆
記
の
準
備

を
し
て
い
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、参
加
す

る
人
は
、マ
ス
ク
着
用・
手
指

消
毒・
検
温
な
ど
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
）

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

や
家
族（
以
下
、｢
犯
罪
被
害
者

等｣

）の
心
身
の
不
安
定
さ
は
容

易
に
想
像
で
き
る
は
ず
な
の

に
、つ
い
同
情
や
励
ま
し
の
気

持
ち
か
ら｢

か
わ
い
そ
う
。大

丈
夫
？｣｢

が
ん
ば
れ
。く
よ
く

よ
す
る
な
。｣｢

元
気
そ
う
じ
ゃ

ん
。あ
ん
た
強
い
ね
。｣

な
ど
と

言
葉
が
け
を
し
て
し
ま
い
が

ち
。時
に
そ
れ
が
、聞
く
側
に
辛

い
言
葉
だ
と
は
思
い
も
よ
り
ま

せ
ん
。ま
た
、主
要
な
働
き
手
を

失
っ
た
家
族
が
ど
れ
だ
け
経
済

的
に
苦
し
い
立
場
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
な
ど
に
も
な
か
な
か

気
づ
け
な
い
も
の
で
す
。事
件

性・
話
題
性
が
あ
る
犯
罪
の
場

合
は
さ
ら
に
大
変
。追
い
う
ち

を
か
け
る
よ
う
に
流
さ
れ
る
興

味
本
位
の
う
わ
さ
や
デ
マ
、心

な
い
中
傷
な
ど
の
偏
っ
た
情
報

で
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た
り
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
た
り

す
る
二
次
被
害
。事
件
や
裁
判

の
報
道
の
た
び
、｢

加
害
者
の
人

権
は
守
ら
れ
て
い
る
の
に
、な

ぜ
被
害
者
の
人
権
が
放
っ
た
ら

か
し
な
の
か
。｣
と
憤
る
声
が

常
々
聞
か
れ
ま
す
。

　

２
０
０
５（
平
成
17
）年
、犯

罪
被
害
者
等
の
本
来
も
つ
べ
き

権
利
の
回
復
や
利
益
の
保
護
を

図
る
た
め｢

犯
罪
被
害
者
等
基

本
法｣

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。そ

れ
か
ら
16
年
、国
と
連
携
協
力

し
な
が
ら
地
域
全
体
で
支
援
を

す
べ
く
、奈
良
県
や
県
内
市
町

村
で
も｢

犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例｣

が
成
立・
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

皆
の
人
権
が
守
ら
れ
、文
字

通
り
笑
顔
の
花
咲
く
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、一
歩
一
歩
進
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
施
策
課　
指
導
主
事

　
紫
竹
秀
一

（
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
）

217

｢

キ
ミ
だ
け
を
キ
ズ
つ
け
な
い｣

講師プロフィール
2005年：教頭として西成高校に赴任。
2009年：�同校校長に就任。同年、『反貧困学

習』（解放出版社）を出版。
2012年：�校内居場所カフェ「となりカフェ」

を、一般社団法人officeドーナツ
トークと始める。

2017年：�2度目の西成高校赴任、エンパワメ
ントスクールの｢完成｣を目指す。

毎
月
11
日
は｢

人
権
を
確
か
め
あ
う
日｣

市
民
集
会

創
造
し
よ
う
　だ
れ
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い｢

人
権
の
ま
ち
づ
く
り｣

を

〜
毎
月
11
日
は
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
〜

今月の「おしえて！生困」は休載します。
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新着図書のご案内

4 月のおはなし会
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月に予定されていた「おはなし会」「おはなし会きらら」「えほんのじ
かん」を中止します。ご了承ください。

一般書
哲学として読む老子全訳 山田 史生／著 トランスビュー
関ケ原合戦全史 渡邊 大門／著 草思社
世界が注目する日本の介護 加藤 忠相／編著 講談社
零から 0へ まはら 三桃／著 ポプラ社
矜持�警察小説傑作選 今野 敏／［ほか］著 PHP 研究所

児童書
ミクロのサイエンス 藤子・F・不二雄／キャラクター原作 小学館
アスリートな動物図鑑 成島 悦雄／監修 ナツメ社
すこしずるいパズル たつなみ／著 アリス館
南極犬物語 綾野 まさる／著 ハート出版
ねこ学校のいたずらペーター アンネリース・ウムラウフ = ラマチュ／作 徳間書店

電子図書館 新着コンテンツ
Excel グラフ基本&活用マスターブック きたみ あきこ／著 インプレス
できる超快適Windows10 清水 理史／著 インプレス
教養としての世界史の学び方 山下 範久／編著 東洋経済新報社
あの歴史人物の意外な最期 日本博学倶楽部／著 PHP 研究所

人と歴史 サンデー世界日報編集部
／編著 世界日報社

ほめられ手みやげ JTB パブリッシング
乾物マジックレシピ サカイ 優佳子／著 山と溪谷社
野菜と果物のおもてなしレシピ 赤城 美知子／著 誠文堂新光社
やさしいバナナのお菓子 若山 曜子／著 誠文堂新光社
車中泊入門 武内 隆／著 山と溪谷社

展示のご案内
玄関展示
4月23日は「子ども読書の日」です。それに伴い、各学年の主人公が登場する本を展示しています。
自分と同じ年の子が主人公の本は見つかるかな。
五月は花笠！ 後藤�竜二／作 新日本出版社
コケシちゃん 佐藤�まどか／作 フレーベル館
女王さまがおまちかね 菅野�雪虫／作 ポプラ社
落語少年サダキチ 田中�啓文／作 福音館書店
大きい 1年生と小さな 2年生 古田�足日／さく 偕成社

ほんの「おびみくじ」
本の帯で作ったしおりの「おみくじ」ができるよ。どんな本が当たるかは引いてからのお楽しみ。普段借りない本に
出合うチャンス。図書館のカウンターでチャレンジしてみよう。

（市立図書館　☎ 52-3424）
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一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市�市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200	FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357		FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

相談名 曜日 時間 場所 問合せ

消費生活相談（予約優先） 月～金曜日 午前１０時～正午
午後１時～ ４時

大和高田市
消費生活センター 消費生活センター☎２２－１１０１

人権相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 人権施策課☎２２－１１０１

行政相談 原則第４火曜日
詳しくは、問い合わせてください。午後１時～ ４時 総合福祉会館 広報広聴課☎２２－１１０１

中小企業金融相談
中小企業経営相談 随時（内容に応じて、産業振興課で相談窓口をご案内します） 産業振興課☎２２－１１０１

母子父子相談 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 児童福祉課☎２２－１１０１

心配ごと相談 第２･４金曜日 午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

法律相談（要予約）
第２･３火曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６
第１･３･４･５木曜日
相談日の２週間前から前日までに予約 午後１時～ ４時 総合福祉会館 奈良弁護士会☎０７４２－２２－２０３５

司法書士の法律相談（要予約） 第２･３月曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６

生活相談 第２･３･４･５水曜日
事前に問い合わせてください。午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

健康相談 ･ 栄養相談（要予約） 毎月１回、所定の日 午前９時～ １０時 保健センター☎２３－６６６１
子育てホットライン
健康ホットライン 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～ ４時３０分 保健センター☎２３－６６６１

教育ガイダンス 月～金曜日 午前１０時～午後５時 青少年センター☎２３－１３２２

家庭児童相談室 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 家庭児童相談室☎２３－１１９５

女性相談（要予約）
○第１火曜日･
　第３金曜日
○第２土曜日
※祝日等により変更の場合あり

○午前９時１５分～
　午後０時５分
○午後１時～ ３時５０分 人権施策課☎２２－１１０１

住まいづくり相談（要予約） 第４水曜日 午後１時～ ４時１０分 営繕住宅課☎２２－１１０１平日の午前９時～午後５時の間に予約　定員４名

税理士による税務相談 ２月･３月を除く、第３金曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 近畿税理士会葛城支部☎２２－５２８８平日(火曜日を除く)の午前9時～午後4時の間に予約、問い合わせ
就業相談 月～土曜日 午前９時～午後５時 県産業会館３Ｆ 高田しごとｉセンター☎２４－２０１０
借金おなやみダイヤル 火･金曜日 午後１時～ ４時 奈良弁護士会☎０７４２－２０－７８３０
相続 ･ 遺言お悩みダイヤル 月～金曜日 午前９時３０分～午後５時 奈良弁護士会☎０７４２－２２－４６１１
ひまわりあんしん
（高齢者 ･障がいのある人のための法律相談）

火･木曜日 午後１時３０分～ ４時
奈良弁護士会☎０１２０－８７４－７３７

電話相談は無料。来所･出張相談は有料
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・変更等になる場合があります。
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